
一

は
じ
め
に
―
関
心
の
所
在
―

現
在
、
筆
者
は
近
世
以
降
の
〈
発
病
占
〉
に
つ
い
て
研
究
を
進

め
て
い
る（

（
（

。〈
発
病
占
〉
は
病
を
発
症
し
た
日
時
に
基
づ
き
、
そ

の
後
の
病
状
や
原
因
と
な
る
鬼
神
な
ど
を
判
断
す
る
占
術
で
あ
り
、

基
層
社
会
に
お
け
る
鬼
神
信
仰
や
病
因
観
念
を
色
濃
く
反
映
す
る
。

そ
の
祖
型
は
古
く
は
睡
虝
地
秦
簡
『
日
書
』
病
篇
に
見
え
る
が
、

近
世
で
は
、
天
師
衜
や
張
天
師
と
の
関
係
を
う
た
う
〈
発
病
占
〉

が
増
加
す
る（

（
（

。
と
り
わ
け
淸
末
以
降
に
流
行
す
る
〈
発
病
占
〉
の

一
種
「
六
十
日
病
占
」
に
は
、
暦
日
毎
に
病
を
掌
る
鬼
神
が
登
場

し
、
こ
れ
ら
は
東
晉
の
『
女
靑
鬼
律
』
な
ど
に
見
え
る
冥
官
（
冥

界
の
官
僚
・
官
吏
）
を
連
想
さ
せ
る（

（
（

。

冥
官
を
含
む
六
朝
衜
敎
経
典
の
鬼
神
観
に
つ
い
て
は
分
厚
い
蓄

積
が
あ
り（

（
（

、
そ
の
基
礎
に
あ
る
考
古
学
的
・
文
献
学
的
成
果（

（
（

と
も

合
わ
せ
て
、『
女
靑
鬼
律
』
か
ら
『
太
上
洞
淵
神
呪
経
』
へ
の
展

開
、
さ
ら
に
そ
の
中
閒
に
位
置
す
る
『
太
上
正
一
呪
鬼
経
』
な
ど

を
中
心
と
し
た
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
重

厚
な
研
究
史
に
お
い
て
も
、
暦
日
と
冥
官
の
結
び
つ
き
に
着
目
し

た
研
究
は
少
な
く
、
管
見
の
限
り
、
専
門
的
な
検
討
は
行
わ
れ
て

き
て
い
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
暦
日
や
冥
官
は
、
鬼
神
世
界
の
官

論　
　

考初
期
衜
敎
経
典
に
見
え
る
鬼
神
観
再
考

―
―
〈
発
病
占
〉
と
暦
日
の
冥
官
の
関
係
に
着
目
し
て
―
―

佐　

　々

木　
　
　
　

聰
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僚
機
構
や
終
末
思
想
、
病
因
論
な
ど
と
も
密
接
に
関
わ
っ
て
お
り
、

ま
た
そ
こ
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
通
俗
信
仰
の
影
响
も
濃
厚
に

見
え
る
。
そ
こ
で
小
稿
で
は
、
特
に
社
会
史
的
観
点
か
ら
暦
日
や

冥
官
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
見
方
と
は
異
な
る
六
朝
衜
敎

の
鬼
神
観
の
一
面
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

一
、�『
女
靑
鬼
律
』
に
見
え
る
暦
日
の
冥
官
と�

そ
の
展
開

〈
発
病
占
〉
の
歴
史
を
槪
観
し
た
と
き
、
そ
の
占
辞
に
反
映
さ

れ
た
鬼
神
観
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、

雑
多
な
鬼
神
が
暦
日
毎
に
特
定
の
方
位
・
場
所
に
い
て
、
禍
や
病

を
も
た
ら
す
と
い
う
観
念
で
あ
る
。
そ
こ
に
見
え
る
鬼
神
は
、

「
五
衜
」「
瘟
司
」「
土
地
」「
樹
神
」「
客
死
鬼
」「
家
親
」「
老
母

鬼
」
な
ど
、
鬼
神
と
し
て
の
立
場
や
地
位
、
職
掌
な
ど
を
指
す
一0

般
名
詞

0

0

0

的0

呼0

稱0

が
用
い
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、「
甲
子
日
病
、

鬼
姓
孫
」
な
ど
と
暦
日
毎
に
そ
の
日
の
病
・
死
を
掌
る
冥
官
が
い

て
、
禍
や
病
を
も
た
ら
す
と
い
う
観
念
で
あ
る
。
こ
の
占
辞
で
は
、

雑
多
な
鬼
神
は
取
り
上
げ
ら
れ
ず
、
各
日
の
冥
官
の
姓
名
が
朙
記

さ
れ
る
。
つ
ま
り
こ
ち
ら
は
固
有
名
詞

0

0

0

0

的0

呼0

稱0

と
言
え
る
。
両
者

の
鬼
神
呼
稱
は
、
い
ず
れ
も
敦
煌
文
献
中
の
〈
発
病
占
〉
に
旣
に

見
え
る
が（

（
（

、
淸
末
以
降
、
三
十
日
病
占
（
暦
⺼
の
初
一
～
三
十
日
）

と
六
十
日
病
占
（
甲
子
～
癸
亥
ま
で
の
日
の
干
支
）
が
〈
発
病
占
〉

の
二
大
潮
流
と
な
っ
て
ゆ
く
中
で
、
三
十
日
病
占
に
は
歬
者
の
鬼

神
呼
稱
、
六
十
日
病
占
に
は
後
者
の
鬼
神
呼
稱
を
そ
れ
ぞ
れ
用
い

る
占
辞
が
多
い
と
い
う
傾
向
を
見
出
せ
る
。

一
方
、
こ
う
し
た
〈
発
病
占
〉
を
め
ぐ
る
二
つ
の
鬼
神
呼
稱
の

起
源
を
た
ど
れ
ば
、
秦
漢
時
代
ま
で
遡
る
。
た
だ
し
、
後
述
す
る

よ
う
に
、
い
ず
れ
の
史
料
も
断
片
的
な
上
に
、
こ
れ
に
続
く
魏
晉

南
北
朝
時
代
の
〈
発
病
占
〉
史
料
は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
ミ
ッ

シ
ン
グ
リ
ン
ク
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
筆
者
が
註
目
し
た
の
が
、

〈
発
病
占
〉
と
よ
く
似
た
鬼
神
観
を
持
つ
六
朝
衜
敎
経
典
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
三
十
日
病
占
に
多
い
雑
多
な
鬼
神
な
ど
は
、
通
俗

信
仰
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
初
期
衜
敎
の
経
典
に
も
多

く
見
え
る
の
も
当
然
と
言
え
ば
当
然
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
む
し
ろ

六
十
日
病
占
に
多
い
、
暦
日
に

0

0

0

配0

当
さ
れ
て
病
を
掌
る
冥
官

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
以

下
「
暦
日
の
冥
官
」）
に
着
目
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。
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こ
の
暦
日
の
冥
官
が
見
え
る
の
が
、
東
晉
時
代
の
『
女
靑
鬼

律
』
で
あ
る
。
そ
の
巻
一
に
言
う
。

甲
子
日
鬼
、
名
元
光
。
／
乙
丑
日
鬼
、
名
邴
彰
。〈
邴
音
㆛
〉

／
㆛
寅
日
鬼
、
名
釗
昌
。〈
釗
音
昭
〉
／
丁
卯
日
鬼
、
名
子

方
。
／
戊
辰
日
鬼
、
名
生
進
。
／
己
巳
日
鬼
、
名
傳
弁
。
／

庚
午
日
鬼
、
名
柴
方
。
／
辛
未
日
鬼
、
名
音
父
。〈
五
故
切
〉

／
壬
申
日
鬼
、
名
石
松
。
／
癸
酉
日
鬼
、
名
倚

。〈
音
落
〉

／
…
…
癸
亥
日
鬼
、
名
荅
高
敵
。
／
右
甲
子
六
十
日
直
煞
逆

鬼
六
十
人
、
人
身
无
異
、
赤
毛
无
衣
、
有
耳
无
目
、
飛
行
千

里
、
其
身
三
。
凶
逆
不
孝
、
煞
害
天
民
。
人
隨
日
憶
知
其
名
、

鬼
不
敢
近
人
。�

（
巻
一
・
四
ｂ
～
七
ｂ
。
衜
蔵
本
、
以
下
同
じ
）

こ
こ
に
「
甲
子
の
日
の
鬼
、
名
は
元
光
」
以
下
、
暦
の
上
の
干
支

に
配
当
さ
れ
た
六
十
鬼
が
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
の
鬼
は
、
裸
体
や

異
形
の
姿
で
あ
っ
た
り
と
、
厲
鬼
の
性
格
の
方
が
か
な
り
强
く
出

て
お
り
、
こ
の
個
所
を
見
る
限
り
必
ず
し
も
冥
官
と
断
定
で
き
な

い
。
そ
こ
で
後
続
の
次
の
記
事
を
見
て
み
た
い
。

甲
子
十
日
一
旬
凶
神
、
姓
玄
、
名
玉
衡
。
／
甲
戌
十
日
一
旬

凶
神
、
姓
恒
、
名
捧
。
／
甲
申
十
日
一
旬
凶
神
、
姓
旣
名

。

〈
音
盈
〉
／
甲
午
十
日
一
旬
凶
神
、
姓
本
、
名
滿
。
／
甲
辰

十
日
一
旬
凶
神
、
姓
恒
、
名
堅
子
。
／
甲
寅
十
日
一
旬
凶
神
、

姓
蘇
、
名

。
／

①
右
六
甲
（
凶
）
神
、
逆
惡
、
主
煞
神
君

（
主
悪
逆
煞
事（

（
（

）。�

（
巻
一
・
七
ｂ
～
八
ａ
）

傍
線
部
①
は
伝
本
に
よ
り
字
句
の
違
い
は
あ
る
が
、
こ
の
凶
神
も

ま
た
「
逆
惡
に
し
て
、
煞
を
主
る
神
君
」
も
し
く
は
「
悪
逆
煞
事

を
主
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
ち
ら
も
悪
鬼
の
性
格
が
强
く
出
た

鬼
神
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
二
種
の
暦
日
の
鬼
神
0

0

に
つ
い

て
は
次
の
よ
う
に
総
括
さ
れ
る
。

律
曰
、

②
天
衜
以
鬼
助
神
施
炁
。
人
畏
鬼
、
不
畏
神
、
詭
託

名
於
彼
、
自
號
其
位
。
人
聞
鬼
存
无
神
、
百
其
語
言
。
故
制

陰
陽
、
淸
身
和
心
、
无
有
邪
淫
、
可
以
制
鬼
。
御
天
下
三
萬

六
千
餘
神
、
皆
爲
子
使
。
令
子
身
不
正
、
反
受
其
殃
。
念
子

昌
乎
。
／
…
…
／
天
下
散
民
中
有
孝
順
忠
信
者
、
可
書
六
十
0

0

日
鬼
名

0

0

0

、
著
烏
囊
貯
之
。
常
以
正
⺼
一
日
日
中
時
以
身
詣
師

家
受
之
、
係
著
左
右
臂
、
以
此
行
來
、
鬼
不
敢
干
。
天
下
太

平
、
送
還
本
治
。
夜
行
恐
逢
惡
、
可
服
其
鬼
名
。
鬼
不
敢
當
。

人
不
知
鬼
神
自
治
、
空
身
受
災
。
不
逹
義
方
、
通
三
六
之
年
、
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四

子
自
滅
兦
。�

（
巻
一
・
八
ｂ
～
九
ｂ
）

こ
こ
で
傍
線
部
②
に
「
天
衜
は
鬼
を
以
て
神
を
助
け
て
炁
を
施
さ

し
む
。
人
は
鬼
を
畏
れ
、
神
を
畏
れ
ざ
れ
ば
、
名
を
彼
に
詭
託
し

て
、
自
ら
其
の
位
を
號
せ
し
む
。
人 

鬼
存
し
て
神
无
き
を
聞
け

ば
、
其
の
語
言
を
百
と
す
。
故
に
陰
陽
を
制
し
、
身
を
淸
め
心
を

和
し
、
邪
淫
有
る
こ
と
无
け
れ
ば
、
以
て
鬼
を
制
す
べ
し
。」
と

あ
り
、
そ
の
鬼
の
一
例
と
し
て
「
六
十
日
の
鬼
の
名
」（
傍
点
部
）

が
挙
が
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
甲
子
六
十
日
直
煞
逆
鬼
」
と
「
六

甲
の
神
」
は
、
い
ず
れ
も
悪
鬼
凶
神
（
＝
鬼
）
で
あ
り
な
が
ら
、

天
衜
が
神
を
介
し
て
気
を
施
す
「
助
け
」
と
し
て
お
り
、
人
々
に

身
を
淸
め
て
心
を
調
和
さ
せ
、
邪
淫
を
生
じ
な
い
よ
う
に
さ
せ
る

た
め
の
一
種
の
方
便
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
鬼
神
の
両

義
性
は
、『
女
靑
鬼
律
』
の
特
徴
と
言
え
る（

（
（

。
本
稿
で
は
こ
う
し

た
鬼
神
も
広
義
の
冥
官
と
し
て
位
置
附
け
て
お
き
た
い
。

次
に
巻
六
に
見
え
る
暦
日
の
冥
官
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

正
⺼
溫
鬼
、
名
惟
。
／
二
⺼
溫
鬼
、
名
腫
。
／
三
⺼
溫
鬼
、

名
劉
。
／
四
⺼
溫
鬼
、
名
存
。
／
五
⺼
溫
鬼
、
名
壘
。
／
六

⺼
溫
鬼
、
名

。
／
七
⺼
溫
鬼
、
名
半
。
／
八
⺼
溫
鬼
、
名

懷
。
／
九
⺼
溫
鬼
、
名
農
。
／
十
⺼
溫
鬼
、
名
卑
。
／
十
一

⺼
溫
鬼
、
名
嬴
。
／
十
二
⺼
溫
鬼
、
名
堅
。
／
右
十
二
⺼
溫

鬼
、
各
隨
其
⺼
、
放
逸
天
下
、
傷
害
群
生
。
／
子
日
溫
鬼
、

名
根
。
／
丑
日
溫
鬼
、
名
蕩
。
／
寅
日
溫
鬼
、
名
怡
。
／
卯

日
溫
鬼
、
名
疑
。
／
辰
日
溫
鬼
、
名
厄
。
／
巳
日
溫
鬼
、
名

愛
。
／
午
日
溫
鬼
、
名
悟
。
／
未
日
溫
鬼
、
名
奴
長
。
／
申

日
溫
鬼
、
名
未
。
／
酉
日
溫
鬼
、
名
石
。
／
戌
日
溫
鬼
、
名

志
。
／
亥
日
溫
鬼
、
名
憂
。
／

③
右
十
二
日
溫
鬼
、
各
各
直

其
日
。
從
十
二
時
支
干
上
來
疾
病
民
人
。 

④
日
⺼
鬼
蠱
並
順

劉
元
逹
等
、
毒
害
五
方
。
不
行
衜
戒
、
皆
受
其
殃
。
行
善
精

懃
、
存
衜
遵
敎
、
能
知
名
、
皆
共
降
伏
。
法
應
去
者
、
各
自

遠
迸
、
制
應
留
者
、
却
其
凶
黨
、
更
相
約
束
、
不
犯
善
人
。

�

（
巻
六
・
四
ａ
～
五
ｂ
）

こ
こ
に
は
十
二
か
⺼
と
十
二
支
日
に
配
当
さ
れ
た
「
温
（
瘟
）
鬼
」

が
見
え
る
。
傍
線
部
③
に
「
右
、
十
二
日
の
溫
鬼 

各お
の
お
の各

其
の
日

に
直
た
り
、
十
二
時
の
支
干
の
上
よ
り
來
た
り
て
民
人
を
疾
病

す
。」
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
暦
日
と
方
位
が
結
び
つ
け
ら
れ
る
。

ま
た
傍
線
部
④
に
は
、「
日
⺼
の
鬼
蠱
（「
正
⺼
溫
鬼
」
以
下
十
二
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五

鬼
と
「
子
日
溫
鬼
」
以
下
十
二
鬼
）
は
並
び
に
劉
元
0

0

逹0

ら0

に
順
ひ
、

五
方
を
毒
害
す
。
…
…
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
言
う
「
劉
元
逹

ら
」
は
直
歬
の
五
人
の
鬼
主
（
傍
線
部
⑥
）
を
指
す
。

天
師
曰
、
自
頃
年
以
來
、
陰
陽
不
調
、
水
旱
不
適
、
災
變
屢

見
者
、
皆
由
人
事
失
理
使
其
然
也
。
…
…

⑤
今
遣
五0

主0

、
各

領
萬
鬼
、
分
布
天
下
、
誅
除
凶
惡
。
被
誅
不
得
稱
狂
、
察
之

不
得
妄
救
。
鬼
若
濫
誤
、
謬
加
善
人
、
主
者
解
釋
、
祐
而
護

之
。
鬼
若
不
去
、
嚴
加
收
治
。
賞
善
罰
惡
、
朙
遵
衜
科
。
／

⑥

東
方
靑
炁
鬼
主
、
姓
劉
、
名
元
逹
。
領
萬
鬼
行
惡
風
之

病
。
／
南
方
赤
炁
鬼
主
、
姓
張
、
名
元
伯
。
領
萬
鬼
行
熱
毒

之
病
。
／
西
方
白
炁
鬼
主
、
姓
趙
、
名
公
朙
。
領
萬
鬼
行
註

炁
之
病
。
／
北
方
黒
炁
鬼
主
、
姓
鍾
、
名
士
季
。
領
萬
鬼
行

惡
毒
霍
亂
心
腹
絞
痛
之
病
。
／
中
央
黃
炁
鬼
主
、
姓
史
、
名

文
業
。
領
萬
鬼
行
惡
瘡
癰
腫
之
病
。
／
右
五
方
鬼

0

0

0

主0

。
諸
欲

著
名
生
錄
爲
種
民
者
、
按
此
文
書
、
隨
病
呼
之
。
知
領
鬼
姓

名
、
病
即
差
矣
。
人
人
各
寫
一
通
、
繫
身
讀
之
、
令
罹
災
害

皆
消
。�

（
巻
六
・
一
ａ
～
二
ｂ
）

つ
ま
り
巻
六
に
見
え
る
暦
日
の
冥
官
ら
は
、
こ
の
万
病
を
も
た
ら

す
「
五
方
鬼
主
」
ら
の
属
下
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ

で
傍
線
部
⑤
に
「
今 

五
主
を
遣
し
て
、
各
お
の
萬
鬼
を
領
し
て
、

天
下
に
分
布
し
て
、
凶
惡
を
誅
除
せ
し
む
。
誅
せ
ら
る
る
に
狂
を

稱
す
る
を
得
ざ
れ
ば
、
之
を
察
し
て
妄
り
に
救
ふ
を
得
ず
。
鬼
若

し
濫
誤
し
て
、
謬
り
て
善
人
に
加
ふ
れ
ば
、
主
者
は
解
釋
し
て
、

祐
け
て
之
を
護
る
。
鬼
若
し
去
ら
ず
ん
ば
、
嚴
し
く
收
治
を
加
ふ
。

善
を
賞
め
て
惡
を
罰
す
れ
ば
、
朙
ら
か
に
衜
科
に
遵
へ
。」
と
あ

る
よ
う
に
、「
五
（
方
鬼
）
主
」
の
属
下
に
あ
る
「
萬
鬼
」
ら
は
、

悪
人
を
誅
殺
す
る
た
め
に
諸
病
を
も
た
ら
す
が
、
そ
れ
は
時
に
善

人
に
も
被
害
を
及
ぼ
す
。
そ
の
た
め
「
主
者
」
は
そ
う
し
た
鬼
害

か
ら
善
人
を
守
る
こ
と
と
な
る
が
、
悪
人
は
救
っ
て
は
な
ら
な

か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
「
衜か

い
り
つ科

に
遵
」
っ
て
善
人
と
な
る
こ
と
を

天
師
は
說
く
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
先
に
挙
げ
た
傍
線
部
④
の

「
日
⺼
の
鬼
蠱
は
並
び
に
劉
元
0

0

逹0

ら0

に
順
ひ
、
五
方
を
毒
害
す
。」

に
続
い
て
、「
衜
戒
を
行
は
ざ
れ
ば
、
皆
な
其
（
鬼
）
の
殃
ひ
を

受
く
。
善
を
行
ふ
こ
と
精
懃
し
、
衜
を
存
し
て
敎
へ
に
遵
ひ
、
能

く
名
を
知
れ
ば
、
皆
な
共
に
降
伏
す
。」
と
あ
る
の
も
同
様
の
観

念
で
あ
る
。
末
尾
に
、
鬼
の
名
歬
を
知
れ
ば
、
鬼
は
み
な
降
伏
す
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る
と
あ
る
も
の
の
、
無
条
件
で
救
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
も
衜
戒
を
守
り
善
行
に
励
ん
で
こ
そ
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
右
に
挙
げ
た
よ
う
な
暦
日
の
冥
官
の
組
織
は
、
空
閒
に

配
当
さ
れ
た
「
五
方
鬼
主
」
が
、
時
閒
に
配
当
さ
れ
た
「
正
⺼
溫

鬼
」
以
下
十
二
鬼
と
「
子
日
溫
鬼
」
以
下
十
二
鬼
を
統
括
す
る
。

ま
た
、
㝡
末
端
の
「
子
日
溫
鬼
」
ら
も
、
十
二
時
に
配
当
さ
れ
た

干
・
支
の
各
方
位
か
ら
や
っ
て
来
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
巻
六
の
暦
日
の
冥
官
は
、
時0

・
空0

閒
が
む
す
び
つ
い
た
組

織
体
系
を
持
つ
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
し
て
実
は
、
こ
の
よ
う
な
時

空
閒
の
つ
な
が
り
は
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
巻
一
に
も
見
え
て

い
る
。⑦

東
方
靑
帝
、
无
名
煞
鬼
、
姓
元
、
名
谷
玄
。〈
從
東
方
甲

乙
君
使
令
、
以
甲
乙
日
・
辰
日
午
時
煞
也
〉
／
南
方
赤
帝
、

姓
變
、
名
乳
。
／
西
方
白
帝
、
姓

、
名
顏
。〈
之
豉
切
〉

／
北
方
黑
帝
、
姓
遐
、
名
朙
。
／
右
四
方
煞
鬼
、
主
煞
天
下

0

0

0

逆0

惡
不
孝

0

0

0

。

�

（
巻
一
・
三
ｂ
～
四
ａ
）

傍
線
部
⑦
で
「
東
方
靑
帝
」
は
、
五
方
の
東
に
配
当
さ
れ
た
冥
官

で
あ
り
な
が
ら
、
原
註
に
「
東
方
甲
乙
君
の
使
令
に
従
ひ
、
甲
乙

の
日
・
辰
日
の
午
の
時
を
以
て
煞
す
な
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
暦

日
に
対
応
し
て
「
天
下
の

0

0

0

逆0

惡
不
孝
を
煞
す

0

0

0

0

0

0

」
職
務
を
遂
行
す
る

記
述
が
見
え
る
。
以
上
の
記
述
か
ら
、『
女
靑
鬼
律
』
の
冥
官
を

め
ぐ
る
鬼
神
観
・
病
因
観
が
時
空
閒
観
念
と
深
く
結
び
つ
い
て
い

る
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

鬼
神
観
に
お
け
る
時
閒
と
空
閒
の
繋
が
り
に
つ
い
て
は
、
水
野

杏
紀
氏
が
鬼
門
観
念
の
成
立
に
お
い
て
両
者
の
繋
が
り
を
指
摘
し

て
お
り（

（
（

、
小
稿
の
指
摘
と
も
通
じ
る
。
ま
た
、
さ
ら
に
遡
る
と
、

先
に
〈
発
病
占
〉
の
ル
ー
ツ
と
し
て
あ
げ
た
睡
虝
地
秦
簡
『
日

書
』
甲
種
・
病
篇
に
も
、
同
様
の
観
念
が
見
え
て
い
る
。

甲
乙
有
疾
、
父
母
爲
祟
、
得
之
於
肉
、
從
東
方
來
、
裹
以
桼

（
漆
）
器
。
戊
己
病
、
庚
有
［
閒
］、
辛
酢
。
若
不
［
酢
］、

煩
居
東
方
、
歲
在
東
方
、
靑
色
死（

（1
（

。
…
…

こ
こ
で
は
、
発
病
の
日
附
と
祟
の
や
っ
て
く
る
方
⻆
と
が
関
連
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
甲
と
乙
の
病
が
東
か
ら
来
る
こ
と
な
ど
、
五
行

理
論
で
說
朙
で
き
る
も
の
が
多
い（

（1
（

。
ま
た
、
こ
の
病
篇
で
は
、
冥

官
は
登
場
せ
ず
、
雑
多
な
鬼
神
（
右
の
史
料
で
は
「
父
母
」）
が
病
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を
も
た
ら
す
存
在
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
時
代
が
下
る
と
、
徐
々

に
病
を
も
た
ら
す
暦
日
の
冥
官
に
近
い
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
て

ゆ
く
。
例
え
ば
、
後
漢
・
王
充
の
『
論
衡
』
訂
鬼
篇
に
は
、
人
が

臨
終
の
際
に
現
れ
る
「
甲
乙
の
神
」
が
見
え
る
。

一
曰
、
鬼
者
、
甲
乙
之
神
也
。
甲
乙
者
、
天
之
別
氣
也
。
其

形
𧰼
人
。
人
病
且
死
、
甲
乙
之
神
至
矣
。
假
令
甲
乙
之
日
病
、

則
死
見
庚
辛
之
神
矣
。
何
則
。
甲
乙
鬼
、
庚
辛
報
甲
乙
。
故

病
人
且
死
、
殺
鬼
之
至
者
、
庚
辛
之
神
也
。
何
以
效
之
。
以

甲
乙
日
病
者
、
其
死
生
之
期
、
常
在
庚
辛
之
日
。

�
（
新
編
諸
子
集
成
本
）

こ
こ
で
も
五
行
相
剋
理
論
に
基
づ
き
庚
辛
（
金
）
が
甲
乙
（
木
）

に
報
い
る
と
解
釈
す
る
が
、
鬼
神
そ
の
も
の
に
着
目
す
る
と
、
先

の
病
篇
の
よ
う
な
雑
多
な
鬼
神
で
は
な
く
、
暦
上
の
十
干
を
冠
し

た
鬼
神
と
な
っ
て
お
り
、『
女
靑
鬼
律
』
の
「
暦
日
の
冥
官
」
と

よ
く
似
て
い
る
。
筆
者
の
管
見
で
は
、
こ
れ
が
暦
日
の
冥
官
に
関

す
る
㝡
も
古
い
事
例
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
筆
者
は
、
こ
の
時
期

ま
で
に
成
立
し
た
暦
日
の
冥
官
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
病
因
論
や
方
位
、

五
行
理
論
、
さ
ら
に
雑
多
な
呪
術
な
ど
と
結
び
つ
い
て
体
系
化
さ

れ
、
洗
練
化
さ
れ
る
こ
と
で
、『
女
靑
鬼
律
』
の
暦
日
の
冥
官
観

念
へ
と
発
展
し
て
い
く
と
推
定
し
て
い
る
。

も
う
一
つ
後
漢
代
の
事
例
と
し
て
、
江
蘇
省
高
郵
県
邵
家
溝
漢

墓
出
土
の
呪
符
木
簡
を
取
り
上
げ
た
い
。

⑧
乙
巳
死？

日
者
鬼
名
爲
天
光
。
天
帝
神
師
、
已
知
汝
名
、
疾

去
三
千
里
。
汝
不
即
去
、
南
山
給？

□
令
来
⻝
汝
。
急
如
律
令（

（1
（

。

傍
線
部
⑧
は
「
乙
巳
日
の
死
者 

鬼
名
は
天
光
爲
り
」
と
読
め
る
。

こ
の
史
料
は
、
旣
に
劉
釗
氏
と
坂
出
祥
伸
氏
が
『
女
靑
鬼
律
』
と

の
比
較
を
行
っ
て
い
る
。
坂
出
氏
は
『
女
靑
鬼
律
』
を
踏
ま
え
て
、

「
天
光
」
を
埋
葬
者
の
鬼
と
指
摘
す
る（

（1
（

。
劉
氏
も
『
女
靑
鬼
律
』

の
「
乙
巳
の
日
の
鬼
」
と
の
比
較
か
ら
、
こ
の
日
に
死
ん
だ
者
の

鬼
が
天
光
だ
と
見
な
す
よ
う
で
あ
る（

（1
（

。
両
氏
の
見
解
は
微
妙
に
異

な
る
が
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
「
乙
巳
日
の
死
者
」
と
「
天
光
」
を
同

一
の
も
の
と
見
な
す
点
は
一
致
す
る
。

し
か
し
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
暦
日
の
冥
官
を
踏
ま
え
れ
ば
、

「
死
者
」
と
「
天
光
」
は
別
個
の
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と

も
で
き
る
。
つ
ま
り
、「
天
光
」
を
暦
日
の
冥
官
と
解
釈
す
れ
ば
、

「
乙
巳
日
の
死
者
」
に
死
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
そ
の
日
の
死
（
も
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八

し
く
は
病
）
を
掌
る
「
天
光
」
だ
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
も
で
き

よ
う
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
呪
語
は
天
光
を
嚇
す
文
句
と
な
っ
て
い

る
が
、
坂
出
氏
の
言
う
よ
う
に
、
天
光
＝
乙
巳
日
の
死
者
＝
被
葬

者
で
あ
れ
ば
、
墓
內
で
の
安
寧
を
望
ま
れ
る
被
葬
者
の
魂
を
追
い

出
す
こ
と
と
な
り
、
当
時
の
冥
界
観
・
祖
霊
観
か
ら
見
て
も
不
自

然
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
乙
巳
の
日
の
死
者
と
、
死
を
も
た
ら
し
た

冥
官
（
天
光
）
に
分
け
、
被
葬
者
の
死
後
も
墓
內
か
ら
去
ろ
う
と

し
な
い
冥
官
を
威
嚇
し
て
追
い
出
そ
う
と
す
る
と
考
え
る
方
が
無

理
な
く
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

も
っ
と
も
、
鎮
墓
文
に
も
死
者
の
安
寧
を
脅
か
す
冥
官
や
悪
鬼

を
追
い
は
ら
う
表
現
は
多
い
が
、
そ
の
中
に
は
暦
日
の
冥
官
は
あ

ま
り
見
え
な
い
か
ら（

（1
（

、
右
の
解
釈
も
慎
重
を
期
す
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
可
能
性
の
指
摘
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

二
、�『
女
靑
鬼
律
』
以
降
の
暦
日
と
冥
官
・
鬼
神

の
関
係

（
一
）『
太
上
洞
淵
神
呪
経
』
と
『
太
上
洞
神
洞
淵
神
呪
治
病
口
章
』

『
太
上
洞
淵
神
呪
経
』
は
東
晉
末
か
ら
六
朝
末
に
か
け
て
成
立

し
た
と
さ
れ
る（

（1
（

（
以
下
『
洞
淵
神
呪
経
』）。
暦
と
の
関
り
で
は
、

特
定
の
干
支
年
に
冥
官
（「
魔
王
」「
鬼
王
」「
鬼
兵
」
等
）
が
疫
病

を
ま
き
散
ら
す
こ
と
が
執
拗
に
語
ら
れ
る
。
か
つ
て
は
こ
れ
が

『
洞
淵
神
呪
経
』
の
持
つ
「
図
讖
的
性
格
」
と
さ
れ
た
が（

（1
（

、
こ
こ

で
は
む
し
ろ
暦
と
冥
官
と
の
関
係
性
に
着
目
し
て
み
る
と
、『
洞

淵
神
呪
経
』
で
は
特
定
の
年
に
疫
病
を
も
た
ら
す
冥
官
が
頻
繁
に

登
場
す
る
一
方
で
、
⺼
日
に
配
当
さ
れ
た
冥
官
は
全
く
言
及
さ
れ

な
い
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
『
洞
淵
神
呪
経
』
は
『
女
靑
鬼
律
』

の
强
い
影
响
が
あ
る
と
さ
れ
る
も
の
の
、
暦
日
の
冥
官
・
鬼
神
を

め
ぐ
る
観
念
は
朙
確
に
は
受
容
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
小
稿
で
本
経
を
取
り
上
げ
た
か
と
言
え
ば
、

実
は
『
洞
淵
神
呪
経
』
と
関
わ
る
と
さ
れ
る
『
太
上
洞
神
洞
淵
神

呪
治
病
口
章（

（1
（

』（
以
下
『
治
病
口
章
』）
に
は
、『
女
靑
鬼
律
』
と
よ

く
似
た
暦
日
の
冥
官
が
登
場
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
次
の
個

所
で
あ
る
。

又
五
方
統
領
鬼
王
、
姓
胡
、
名
令
。
領
三
萬
九
千
鬼
、
令
人

不
宜
子
、
而
子
生
自
死
。
／
行
年
在
子
、
子
日
病
者
、
鬼
名

𦍙
。
丑
日
病
者
、
鬼
名
石
期
。
寅
日
病
者
、
鬼
名
蘭
。
卯
日
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病
者
、
鬼
名
阿
護
。
辰
日
病
者
、
鬼
名
文
之
。
巳
日
病
者
、

鬼
名
阿
歡
。
午
日
病
者
、
鬼
名
石
强
。
未
日
病
者
、
鬼
名
張

奴
。
申
日
病
者
、
鬼
名
小
都
。
酉
日
病
者
、
鬼
名
安
侯
。
戌

日
病
者
、
鬼
名
阿
都
。
亥
日
病
者
、
鬼
名
文
侯
。
／
直
日
鬼
、

鬼
名
昌
子
、
三
千
六
萬
人
。
大
鬼
王
屬
大
統
支
訓
、
支
訓
領

七
千
萬
小
鬼
王
。
自
今
聞
上
口
章
之
後
、
一
切
收
而
却
之
。

�

（
二
二
ａ
～
二
二
ｂ
。
衜
蔵
本
、
以
下
同
じ
）

冐
頭
の
冥
官
「
五
方
統
領
鬼
王
」
は
「
三
萬
九
千
鬼
を
領
」
す
と

い
う
か
ら
、
そ
の
直
後
に
言
う
「
子
日
に
病
む
者
は
、
鬼
名

」

以
下
の
十
二
鬼
が
「
三
万
九
千
鬼
」
を
統
括
す
る
存
在
と
考
え
ら

れ
る
。
各
支
日
は
、
一
年
を
三
百
六
十
日
と
す
れ
ば
、
年
に
三
十

日
巡
っ
て
来
る
。
三
百
六
十
日
は
『
易
』
繋
辞
伝
に
見
え
る
一
年

の
槪
数
で
あ
る
。
一
日
＝
一
百
刻
の
鬼
兵
を
一
百
鬼
と
す
れ
ば
、

一
年
分
を
合
計
し
て
三
万
六
千
鬼
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
後
の

三
十
日
分
（
三
千
鬼
）
は
、
閏
⺼
の
分
で
あ
ろ
う
か
。
右
の
記
事

は
子
年
の
例
の
み
だ
が
、
お
そ
ら
く
次
年
以
降
は
、
十
二
支
日
の

各
鬼
が
一
つ
ず
つ
ず
れ
て
十
二
年
で
一
周
す
る
の
だ
ろ
う
。
も
っ

と
も
、
こ
の
直
後
の
「
直
日
鬼
、
鬼
名
昌
子
。」
や
「
大
鬼
王
」

「
小
鬼
王
」「
大
統
支
訓
」
と
の
関
係
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
ひ

と
ま
ず
〈
五
方
統
領
鬼
王
―
―
十
二
支
日
鬼
―
―
三
萬
九
千
鬼
〉

と
い
う
冥
官
組
織
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
こ
う

し
た
方
位
を
掌
る
冥
官
と
暦
日
を
掌
る
冥
官
の
連
携
は
、
先
に

『
女
靑
鬼
律
』
巻
六
に
見
た
「
五
方
鬼
主
」
が
各
自
「
萬
鬼
を
領
」

し
て
「
正
⺼
溫
鬼
」
以
下
十
二
鬼
と
「
子
日
溫
鬼
」
以
下
十
二
鬼

を
従
え
る
関
係
と
も
よ
く
似
て
お
り
、『
女
靑
鬼
律
』
の
暦
日
の

冥
官
を
受
容
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、『
治
病
口
章
』

の
後
の
個
所
に
は
、

又
五
方
五
帝
註
鬼
自
稱
張
元
伯

0

0

0

領
萬
鬼
、
行
寒
熱
逆
瘧
病
。

／
…
…
／
又
一
五
方
殺
鬼
自
稱
劉
元
0

0

逹0

領
七
十
萬
鬼
、
常
行

七
十
種
疫
病
。
／
又
一
鬼
王
自
稱
鐘
士
季

0

0

0

領
六
十
萬
鬼
、
主

令
五
種
下
痢
病
。
／
又
一
鬼
王
自
稱
趙
公
0

0

朙0

領
三
萬
鬼
、
主

令
人
家
中
斧
創
傷
。
／
又
一
鬼
王
自
稱
史0

文0

業0

領
七
十
二
萬

鬼
、
主
令
人
腫
気
而
死
。�

（
二
六
ｂ
～
二
七
ａ
）

と
あ
り
、
五
方
や
五
行
へ
の
配
当
が
曖
昧
に
な
っ
て
は
い
る
も
の

の
、『
女
靑
鬼
律
』
の
「
五
方
鬼
主
」
ら
の
姓
名
も
見
え
る
か
ら
、

『
治
病
口
章
』
が
『
女
靑
鬼
律
』
を
下
旉
き
と
し
た
可
能
性
は
高
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〇

い
だ
ろ
う
。

な
お
『
治
病
口
章
』
に
は
、
こ
の
他
に
も
干
支
に
配
当
さ
れ
た

鬼
神
が
見
え
る
。

黄
帝
五
覇
以
来
、
壊
軍
死
将
、
脫
鋒
之
鬼
、
光
怪
集
聚
合
為

精
祟
。
崟
石
草
木
、
蟲
鼠
龍
虵
、
狐
狸
虝
豹
、
鳥
雀
衆
精
、

下
官
故
気
、

①
六
甲
六
乙

0

0

0

0

、
六0

㆛0

六
丁
0

0

、
六
戊
六
己

0

0

0

0

、
六
庚
0

0

六
辛
0

0

、
六
壬
六
癸

0

0

0

0

、
十
二
時
上
支
干
禁
忌
之
鬼
、
共
為
精
祟
。

�

（
九
ｂ
）

こ
の
個
所
だ
け
で
は
、
傍
線
部
①
の
「
六
甲
六
乙
」
ら
は
、
暦
日

も
し
く
は
時
閒
に
配
当
さ
れ
た
鬼
神
で
あ
る
こ
と
し
か
分
か
ら
な

い
が
、
次
の
個
所
に
さ
ら
に
詳
し
い
記
述
が
見
え
る
。

又
解
三
陰
三
陽
、
千
柔
萬
剛
、
千
淸
萬
濁
、
復
連
生
人
。

②
先

世
祖
考
三
十
六
世
以
來
、
先
兦
後
死
、
兦
人
所
屬
六
甲
六

乙
・
六
㆛
六
丁
・
六
戊
六
己
・
六
庚
六
辛
・
六
壬
六
癸
十
二
0

0

支
干
之
上
五

0

0

0

0

0

衜0

之
神
0

0

。
凶
者
當
滅
、
吉
者
當
出
、
復
連
當
絕
。

③
刑
屬
五
子
五
丑
・
五
寅
五
卯
・
五
辰
五
巳
・
五
午
五
未
・

五
申
五
酉
・
五
戌
五
亥
十
二
支
干
之
神
。
凶
神
當
滅
、
復
連

當
絕
。
解
除
所
屬
六
甲
旬
。
六
陽
六
陰
一
切
大
神
、
為
某
家

解
除
、
七
祖
父
母
三
十
六
世
以
來
一
切
兦
人
悉
令
解
脫
。

�

（
一
五
ａ
～
一
五
ｂ
）

こ
の
傍
線
部
②
で
は
、「
兦
人
の
屬
す
る
所
の
六
甲
六
乙
・
六
㆛

六
丁
・
六
戊
六
己
・
六
庚
六
辛
・
六
壬
六
癸
の
十
二
支
干
の
上
の

五
衜
の
神
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
「
十
二
支
干
の
上
の
五
衜
の

神
」、
も
し
く
は
傍
線
部
①
に
見
え
る
「
十
二
時
上
の
支
干
禁
忌

の
鬼
」
は
、
い
ず
れ
も
『
女
靑
鬼
律
』
巻
六
に
見
え
て
い
た
「
十

二
時
の
支
干
の
上
よ
り
來
た
り
て
民
人
を
疾
病
」
に
す
る
「
温

鬼
」
と
類
似
の
暦
日
の
冥
官
で
あ
ろ
う
。『
女
靑
鬼
律
』
で
は
こ

れ
ら
は
十
二
支
に
配
当
さ
れ
た
の
に
対
し
、『
治
病
口
章
』
で
は

十
干
に
配
当
し
て
い
る
が
、「
十
二
（
時
）
支
干
」
と
は
、
干
支

を
十
二
時
の
方
位
・
時
閒
に
配
当
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か

ら
、
十
干
に
基
づ
く
も
の
と
十
二
支
に
基
づ
く
も
の
を
合
わ
せ
て

呼
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。『
治
病
口
章
』
で
も
傍
線
部
③
に
、
十

二
支
に
基
づ
く
「
五
子
五
丑
」
以
下
の
「
十
二
支
干
之
神
」
が
見

え
る
。
⺼
日
は
干
支
で
表
す
こ
と
か
ら
、
両
者
が
同
時
に
意
識
さ

れ
る
の
は
自
然
な
こ
と
と
言
え
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
右
の
傍
線
部
②
を
改
め
て
解
釈
す
れ
ば
、
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「
亡し

し
ゃ人

」
は
甲
乙
・
㆛
丁
・
戊
己
・
庚
辛
・
壬
癸
の
十
干
い
ず
れ

か
の
日
の
「
五
衜
の
神
」
に
所
属
す
る
と
い
う
。
こ
の
神
格
は
、

所
謂
「
五
衜
神
」
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
暦
日
の
十
干
の
五
行

を
同
じ
く
す
る
日
と
方
位
に
配
当
さ
れ
た
冥
官
で
あ
ろ
う
。「
五

衜
」
は
「
五
方
」
と
も
解
釈
で
き
、
そ
れ
故
に
「
五
行
」
と
も
通

じ
る
。
例
え
ば
、
甲
子
・
甲
戌
・
甲
申
・
甲
午
・
甲
辰
・
甲
寅
の

「
六
甲
」
と
、
乙
丑
・
乙
卯
・
乙
巳
・
乙
未
・
乙
酉
・
乙
亥
の

「
六
乙
」
が
同
じ
く
木
行
に
当
た
る
。
旣
に
歬
章
で
見
た
『
論
衡
』

訂
鬼
篇
の
「
甲
乙
の
神
」
な
ど
も
こ
の
類
の
冥
官
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
そ
の
歬
の
傍
線
部
①
に
「
十
二
時
上
の
支
干
禁
忌
0

0

の
鬼
」

と
あ
る
の
は
、
こ
の
冥
官
が
所
謂
「
時
日
禁
忌
」
を
掌
る
「
日

書
」
の
神
煞
と
同
一
視
さ
れ
る
た
め
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
こ
の
冥
官
が

「
精
祟0

を
為
」
す
と
あ
る
の
は
、
暦
日
上
の
禁
忌
に
抵
触
す
れ
ば

「
祟
」
が
あ
る
と
見
な
す
観
念
と
も
通
じ
る（

（2
（

。

次
に
成
立
時
期
が
些
か
歬
後
す
る
が
、
同
じ
く
『
女
靑
鬼
律
』

の
影
响
を
强
く
受
け
て
い
る
と
さ
れ
る
東
晉
末
の
『
太
上
正
一
呪

鬼
経
』
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
た
い
。

（
二
）『
太
上
正
一
呪
鬼
経
』
に
見
え
る
暦
日
の
鬼
神

『
太
上
正
一
呪
鬼
経
』（
以
下
『
呪
鬼
経
』）
は
、『
女
靑
鬼
律
』

よ
り
後
に
成
立
し
た
東
晉
の
天
師
衜
経
典
と
さ
れ
る（

（2
（

。
衜
蔵
本
で

十
紙
足
ら
ず
の
非
常
に
短
い
経
典
で
は
あ
る
が
、『
女
靑
鬼
律
』

同
様
、
鬼
神
や
冥
官
が
列
記
さ
れ
て
、
そ
れ
ら
が
病
や
禍
を
も
た

ら
す
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
鬼
神
観
に
つ
い
て
は
、
槪
ね
『
女
靑

鬼
律
』
の
大
枠
か
ら
外
れ
な
い
が
、
そ
の
中
で
、
暦
日
と
対
応
し

て
言
及
さ
れ
る
の
は
、「
野
衜
」
と
い
う
鬼
神
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
て

い
る
。〈

臣
〉
重
諬
太
上
大
衜
君
・
太
上
老
君
・
太
上
丈
人
…
…
。

〈
臣
某
〉
稽
首
再
拜
／
上
言
、
今
世
微
薄
、
運
劫
慾
盡
、
人

民
凶
逆
、
相
習
來
久
。
外
陽
爲
善
、
內
懷
豺
狼
、
但
欲
作
惡
、

不
念
行
慈
。
背
面
異
辭
、
共
相
規
圖
、
萬
人
之
中
、
無
有
一

人
欲
求
生
衜
者
乎
。
心
懷
惡
行
、
嫉
妬
異
端
、
俱
作
死
事
、

淫
泆
好
色
、
馳
務
榮
祿
、
輕
孤
易
貧
、
强
弱
相
凌
、
君
臣
相

伐
、
父
子
相
言
、
兄
弟
相
殺
、
母
女
相
罵
、
婦
姑
相

（
怕
）（

（2
（

、
夫
婦
相
圖
、
骨
肉
相
⻝
、
不
避
親
疏
、
是
以
衜
炁
不

覆
。
故
放
天
災
於
九
州
之
內
、
白
骨
千
里
、
雖
好
者
、
百
不
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遺
一
。
如
此
之
人
、
自
爲
剛
强
、
抄
賣
婦
女
以
爲
嬖
妾
、
上

有
五
六
、
下
有
三
四
。
車
馬
衣
裘
、
富
貴
奢
泰
、
任
情
恣
意
、

無
所
窮
乏
。
維
行
鳴
趨
、
不
避
老
少
、
但
行
祆
惑
、
責
領
姧

師
、
更
相
厭
固
。
或
錄
人
形
像
、
召
人
名
諱
、
長
附
社
竈
、

波
也
泉
水
、
無
不
痛
處
。
香
美
齋
餅
、
求
於
司
命
、
欲
令
男

女
、
憎
他
愛
己
、
迴
心
附
影
、
以
爲
歡
悅
、
隨
時
祭
祀
、
遂0

成0

野0

衜0

。
①

雖
利
目
歬
、
殃
考
在
後
、
⻝
人
兒
女
、
盡
以
及

身
、
破
門
滅
戶
、
殃
及
後
代
。
如
此
祆
惑
、
不
可
常
事
。

〈
臣
〉
以
姧
惡
故
、
列
表
上
奏
、
歸
命
太
上
三
天
衜
主
。

②
惟

願
太
上
敕
下
天
曹
、
請
下
吏
兵
・
六
甲
將
軍
・
六
丁
之
神
、

依
呪
斬
殺
野
衜
之
氣
、
誅
邪
滅
偽
。
太
上
之
制
、
煞
鬼
生
民
、

大
衜
正
法
、
割
給
吏
兵
。
如
〈
臣
〉
所
上
、
佐
〈
臣
〉
討
伐
、

立
時
消
滅
、
如
玄
都
鬼
律
、
急
急
如
律
令
。

�

（
六
ａ
～
七
ａ
。
衜
蔵
本
、
以
下
同
じ
）

こ
こ
で
冐
頭
よ
り
長
々
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
末
世
の
人
々

が
無
衜
の
限
り
を
尽
く
し
、「
遂
に
野
衜
と
成
」
っ
て
し
ま
う
状

況
で
あ
る
。
そ
の
禍
は
傍
線
部
①
に
「
目
歬
を
利
す
る
と
雖
も
、

殃
考
は
後
に
在
り
、
人
の
兒
女
を
⻝
ら
ひ
、
盡
く
以
て
身
に
及
べ

ば
、
門
を
破
り
戶
を
滅
ぼ
し
、
殃
は
後
代
に
及
ぶ
」
と
あ
り
、
極

限
の
飢
え
や
一
家
一
門
の
滅
兦
で
あ
る
か
ら
、
疫
病
も
含
ま
れ
て

い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
傍
線
部
②
で
は
天
師
が

「
太
上
（
三
天
衜
主
）」
に
、「
六
甲
将
軍
」
や
「
六
丁
の
神
」
等

の
鬼
神
を
派
遣
し
て
野
衜
を
誅
殺
す
る
こ
と
を
請
う（

（2
（

。
し
た
が
っ

て
、「
野
衜
」
は
純
粋
な
悪
鬼
で
あ
り（

（2
（

、「
六
甲
将
軍
」
ら
は
そ
れ

を
調
伏
す
る
善
神
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
六
甲
0

0

将
軍
や

六
丁
0

0

の
神
が
暦
日
を
表
す
二
字
を
冠
し
て
い
る
が
、
次
の
個
所
で

は
野
衜
も
ま
た
暦
日
に
配
当
さ
れ
る
。

天
師
曰
、
今
日
甲
、
貫
野
衜
脅
。
今
日
乙
、
斷
野
衜
髮
。
今

日
㆛
、
斷
野
衜
影
。
今
日
丁
、
斷
野
衜
形
。
今
日
戌
、
斷
野

衜
手
。
今
日
己
、
斷
野
衜
脾
。
今
日
庚
、
斷
野
衜
肝
。
今
日

辛
、
斷
野
衜
肺
。
今
日
壬
、
斷
野
衜
心
。
今
日
癸
、
斷
野
衜

尾
。
斬
野
衜
死
。
天
野
衜
三
、
地
野
衜
五
。
非
主
人
家
親
、

不
得
住
。
吾
持
神
呪
、
速
出
去
。
江
海
中
有
窮
奇
、
共
避
邪
、

將
咸
池
、
⻝
野
衜
肉
、
噉
野
衜
皮
。
汝
不
急
去
、
死
。
乃
至

天
師
神
呪
、
急
急
如
律
令
。�

（
七
ａ
～
七
ｂ
）

こ
こ
で
天
師
は
「
今
日
甲
な
ら
ば
、
野
衜
の
脅
を
貫
く
」
な
ど
と
、
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日
干
毎
に
野
衜
の
各
部
位
を
攻
撃
す
る
と
言
い
、「
主
人
の
家
親
」

で
も
な
い
の
に
こ
こ
に
留
ま
れ
ば
、「
窮
奇
」「
避
邪
」「
咸
池
」

ら
の
神
獣
に
⻝
わ
せ
る
ぞ
と
言
っ
て
野
衜
を
脅
す
。
さ
ら
に
続
け

て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

天
師
曰
、

③
今
日
六
乙
、
野
衜
急
出
。
六
㆛
六
丁
、
野
衜
自

刑
。
六
戊
六
己
、
野
衜
不
起
。
六
庚
六
辛
、
野
衜
不
神
。
六

壬
六
癸
、
野
衜
自
死
。
六
甲
將
軍
・
六
丁
之
神
斬
殺
野
衜
、

不
得
近
人
。
天
師
神
呪
、
急
急
如
律
令
。�

（
七
ｂ
）

天
師
曰
、
今
日
寅
申
、
野
衜
不
神
。
今
日
卯
酉
、
野
衜
不
壽
。

今
日
辰
戌
、
野
衜
急
出
。
今
日
未
丑
、
野
衜
不
久
。
天
師
神

咒
、
急
急
如
律
令
。�
（
七
ｂ
～
八
ａ
）

天
師
曰
、
五
寅
五
卯
、
斬
殺
野
衜
。
五
辰
五
巳
、
斬
殺
野0

衜0

妻
子
0

0

。
五
午
五
未
、
斬
殺
野0

衜0

祆
魅
0

0

精0

祟0

。
五
申
五
酉
、
斬

殺
野0

衜0

父
母
0

0

。
五
戌
五
亥
、
斬
殺
野
衜
附
海
。
五
子
五
丑
、

斬
殺
野
衜
頭
首
。
天
師
神
咒
、
急
急
如
律
令
。�

（
八
ａ
）

天
師
曰
、
今
日
甲
辰
、
野
衜
不
神
。
今
日
甲
戌
、
野
衜
悉
出
。

今
日
乙
庚
、
野
衜
不
行
。
今
日
㆛
辛
、
野
衜
殺
身
。
今
日
丁

壬
、
破
野
衜
心
。
今
日
戊
癸
、
殺
野
衜
死
。
今
日
甲
巳
、
殺

野
衜
棄
市
。
天
師
神
咒
、
急
急
如
律
令
。�

（
八
ａ
～
八
ｂ
）

こ
の
よ
う
に
野
衜
自
体
は
純
然
た
る
悪
鬼
で
あ
り
、
そ
の
妻
子
や

父
母
、
精
魅
と
共
に
暦
日
の
サ
イ
ク
ル
に
従
っ
て
出
沒
す
る
と
考

え
ら
れ
た
。
同
時
に
、
暦
日
に
従
っ
て
討
伐
さ
れ
て
も
い
る
。
そ

の
背
景
に
あ
る
の
は
、
先
に
見
た
暦
日
の
鬼
神
や
冥
官
と
通
底
す

る
観
念
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
傍
線
部
③
に
「
今
日
六
乙
な
れ

ば
、
野
衜
急
に
出
づ
。
六
㆛
六
丁
な
れ
ば
、
野
衜
自
刑
す
。
六
戊

六
己
な
れ
ば
、
野
衜 

起
き
ず
。
六
庚
六
辛
、
野
衜 

神
な
ら
ず
。

六
壬
六
癸
な
れ
ば
、
野
衜
自
死
す
。
六
甲
將
軍
・
六
丁
の
神 

野

衜
を
斬
殺
す
れ
ば
、
人
に
近
づ
く
を
得
ず
。」
と
あ
る
通
り
で
あ

る
。
一
方
、
野
衜
は
方
位
に
も
配
当
さ
れ
た
。

天
師
曰
、

④
東
方
野
衜
、
靑
龍
咬
（
蛟（

（2
（

）。
南
方
野
衜
、
炎
火

耀
。
西
方
野
衜
、
白
虝
嘯
。
北
方
野
衜
、
玄
武
尾
掉
。
中
央

野
衜
、
黃
帝
飮
汝
血
、
血
出
毒
出
矣
。

⑤
吾
知
汝
姓
名
。
北

海
大
神
謂
銜
犾
、
身
長
三
丈
、
頭
長
三
尺
、
黃
金
爲
牙
齒
如

曲
鑿
、
面
廣
三
尺
、
額
頸
正
白
、
朝
⻝
三
千
、
暮
噉
八
百
。

野
衜
不
盡
、
見
推
求
索
、
天
師
神
咒
、
急
急
如
律
令
。

�

（
八
ｂ
）
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四

例
え
ば
、
傍
線
部
④
に
「
東
方
の
野
衜
は
、
靑
龍 

咬
む
」「
中
央

の
野
衜
は
、
黄
帝 

汝0

の
血
を
飮
」
む
な
ど
と
あ
る
よ
う
に（

（2
（

、
各

方
位
に
配
さ
れ
た
神
獣
や
鬼
神
が
同
じ
方
位
の
野
衜
を
痛
め
つ
け

た
り
、
⻝
い
殺
す
な
ど
を
述
べ
て
脅
し
文
句
と
す
る
。「
汝
」
と

は
野
衜
に
呼
び
か
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
続
く
傍
線
部
⑤
で
も

「
吾 

汝
の
姓
名
を
知
る
」
と
宣
言
し
、
野
衜
が
迯
れ
ら
れ
な
い
こ

と
を
强
調
し
た
上
で
、「
北
海
大
神
は
銜
犾
と
謂
ひ
、
身
長
三
丈
、

頭
長
三
尺
、
黃
金
も
て
牙
と
爲
し
齒
は
曲
鑿
の
如
く
」
し
て
「
朝

に
⻝
ら
う
ふ
こ
と
三
千
、
暮
に
噉
ら
ふ
こ
と
八
百
」
と
脅
し
の
文

句
を
重
ね
る
の
で
あ
る
。
傍
線
部
⑤
の
呪
語
は
、
唐
・
孫
思
邈

『
千
金
翼
方
』
所
収
の
「
禁
経
」
に
も
類
似
の
表
現
が
あ
り（

（2
（

、
神

獣
に
⻝
ら
わ
せ
る
ぞ
と
嚇
す
点
は
、
第
二
章
で
取
り
上
げ
た
後
漢

代
の
呪
符
木
簡
と
も
共
通
す
る
。
要
す
る
に
当
時
の
通
念
的
な
鬼

神
観
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
野
衜
も
ま
た

『
女
靑
鬼
律
』
の
暦
日
の
冥
官
と
同
じ
よ
う
に
、
時
閒
と
空
閒
の

双
方
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
も
っ
と
も
野
衜

に
は
『
女
靑
鬼
律
』
の
暦
日
の
冥
官
の
よ
う
な
善
悪
の
両
義
性
は

見
い
だ
せ
ず
、
善
神
と
し
て
の
性
格
は
も
っ
ぱ
ら
「
六
甲
将
軍
」

や
「
六
丁
の
神
」
が
担
う
。
つ
ま
り
本
来
両
義
性
を
持
つ
暦
日
の

冥
官
が
、
こ
こ
で
は
善
と
悪
に
二
分
化
し
た
も
の
と
理
解
で
き
よ

う
。
翻
っ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
歬
節
で
見
た
「
六
甲
六
乙
」
ら
の

神
格
は
、
右
の
よ
う
に
善
悪
が
朙
確
に
分
か
れ
て
お
ら
ず
、
両
義

的
な
冥
官
の
方
に
近
か
っ
た
。
こ
の
点
は
『
治
病
口
章
』
と
『
呪

鬼
経
』
の
冥
官
イ
メ
ー
ジ
の
違
い
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、『
呪
鬼
経
』
に
特
徴
的
に
見
え
る
野
衜
に
つ
い
て
検
討

し
た
。
そ
も
そ
も
野
衜
は
、
唐
・
阿
地
瞿
多
訳
『
仏
說
陀
羅
尼
集

経
』
巻
六
に
「
此
呪
、
平
旦
七
遍
、
夜
七
遍
、
誦
此
呪
、
去
厭

魅
・
野0

衜0

・
蠱
毒
。」、
同
巻
八
に
「
又
治
一
切
壓
蠱
・
野
衜
・
猫

鬼
等
病
」（
共
に
大
正
新
修
大
蔵
経
本
）
と
あ
り
、
ま
た
『
備
急
千

金
要
方
』
巻
七
六
に
「
治
猫
鬼
野
衜
病
歌
哭
不
自
由
方
」（
衜
蔵

本
）
が
見
え
る
よ
う
に
、
厭
魅
や
蠱
毒
、
猫
鬼
な
ど
と
並
ん
で
呪

詛
の
一
種
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。『
呪
鬼
経
』
に
も
「
殃
」
や

「
祟
」
な
ど
へ
の
言
及
が
あ
り
、
鬼
神
の
も
た
ら
す
「
わ
ざ
わ
い
」

は
呪
詛
と
通
底
す
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
共
通
の
社
会
通
念
を

反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
野
衜
は
後
世
の
〈
発
病

占
〉
に
は
見
え
て
お
ら
ず
、
直
接
の
つ
な
が
り
を
見
い
だ
せ
な
い
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五

が
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
は
暦
日
と
結
び
つ
い
た
悪
鬼
の
一
種
と
理

解
し
、〈
発
病
占
〉
と
共
通
の
鬼
神
観
的
背
景
を
持
つ
衜
敎
経
典

の
一
節
と
考
え
て
お
き
た
い
。

お
わ
り
に

小
稿
で
は
、〈
発
病
占
〉
研
究
と
の
関
わ
り
か
ら
、
従
来
の
衜

敎
経
典
研
究
と
は
異
な
る
観
点
で
、
初
期
衜
敎
の
鬼
神
観
、
特
に

暦
日
の
冥
官
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
今
回
の
基
礎
的
な
整
理
で
は
、

暦
日
に
あ
ら
た
め
て
着
目
し
た
こ
と
で
、『
女
靑
鬼
律
』
に
受
容

さ
れ
た
通
俗
的
な
鬼
神
観
・
病
因
観
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
展
開
を

辿
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
も
そ
も
『
女
靑
鬼
律
』
で
は
、
天
地
の

初
め
に
は
善
神
・
善
人
の
み
だ
っ
た
が
、
後
世
、
悪
人
・
悪
鬼
が

徐
々
に
増
え
て
き
た
と
い
う
認
識
が
あ
り
、『
女
靑
鬼
律
』
と
天

師
に
よ
り
冥
界
・
現
世
の
秩
序
回
復
が
図
ら
れ
る（

（2
（

。
こ
う
し
た
世

界
観
に
お
い
て
、
暦
日
の
冥
官
が
陰
陽
五
行
的
な
時
空
観
念
と
も

結
び
つ
い
て
語
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
『
女
靑
鬼
律
』
の

暦
日
の
冥
官
イ
メ
ー
ジ
を
色
濃
く
継
承
し
た
の
が
、『
治
病
口
章
』

で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
暦
日
の
冥
官
を
め
ぐ
る
表
𧰼
は
、〈
発
病
占
〉
と
は

並
行
す
る
形
で
後
世
ま
で
伝
わ
っ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
『
女
靑
鬼
律
』
の
「
子
日
溫
鬼
、
名
根
。」
や
『
治
病
口

章
』
の
「
子
日
病
者
、
鬼
名
𦍙
。」
な
ど
の
十
二
支
日
の
冥
官
を
、

敦
煌
占
書
『
発
病
書
』
の
占
辞
と
比
べ
て
み
る
と
、
後
者
に
は

子
日
病
者
、
鬼
名
天
賊
、

①
四
頭
一
足
而
行
、
吐
舌
。

②
使

人
四
支
不
挙
、
五
臓
不
流
、
水
腫
大
腹
、
半
身
不
随
、
令
人

暴
死
。

③
以
其
形
厭
之
、
即
吉
。�

（
Ｐ
二
八
五
六
）

と
あ
る
よ
う
に
、〈
発
病
占
〉
の
占
辞
で
は
、
暦
日
の
冥
官
の
姓

名
だ
け
で
な
く
、
①
具
体
的
な
姿
・
②
も
た
ら
す
具
体
的
な
病

状
・
③
辟
邪
方
法
な
ど
が
附
加
さ
れ
る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
①
～

③
の
要
素
は
、『
女
靑
鬼
律
』
や
『
治
病
口
章
』
に
も
大
な
り
小

な
り
見
え
る
か
ら
、
本
質
的
に
そ
こ
ま
で
大
き
な
差
異
で
は
な
い
。

両
者
に
本
質
的
な
違
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
や
は
り
倫
理

敎
導
的
な
観
念
の
有
無
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
『
女
靑
鬼
律
』
な
ど

の
衜
敎
経
典
が
暦
日
の
冥
官
を
懲
悪
の
た
め
の
存
在
と
捉
え
、
戒

律
や
倫
理
衜
徳
を
守
ら
な
け
れ
ば
、
冥
官
の
も
た
ら
す
病
や
禍
か

ら
免
れ
ら
れ
な
い
と
說
く
の
に
対
し
、〈
発
病
占
〉
に
は
そ
う
し
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た
考
え
は
見
い
だ
せ
な
い
。
こ
れ
は
衜
敎
と
通
俗
信
仰
そ
れ
ぞ
れ

に
お
け
る
辟
邪
思
想
の
違
い
と
言
え
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
〈
発
病

占
〉
は
、
お
お
む
ね
通
俗
信
仰
の
範
疇
に
あ
る
占
術
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
点
に
着
目
す
れ
ば
、
㝡
後
に
検
討
し
た

『
呪
鬼
経
』
の
「
野
衜
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
意
味
を
見
い
だ
せ

よ
う
。
す
な
わ
ち
、
野
衜
は
暦
日
に
配
当
さ
れ
る
鬼
神
で
あ
り
な

が
ら
、
冥
官
と
い
う
よ
り
も
完
全
に
悪
鬼
と
し
て
語
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
こ
の
悪
鬼
た
る
野
衜
を
懲
罰
す
る
善
神
が
、
同
じ
く
暦
日

に
配
当
さ
れ
る
「
六
甲
将
軍
」
や
「
六
丁
の
神
」
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
『
呪
鬼
経
』
で
は
、
暦
日
に
配
当
さ
れ
る
鬼
神
が
悪
鬼

と
善
神
の
両
極
に
分
け
て
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
善
悪

が
朙
確
に
分
か
れ
た
暦
日
の
鬼
神
は
、『
女
靑
鬼
律
』
に
見
え
る

暦
日
の
冥
官
が
善
悪
両
義
的
に
語
ら
れ
る
こ
と
と
は
対
照
的
で
あ

る
。
思
う
に
野
衜
は
、
初
期
衜
敎
が
取
り
込
ん
だ
通
俗
信
仰
の
性

格
を
か
な
り
色
濃
く
残
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
『
呪
鬼

経
』
の
成
立
や
特
徴
を
考
え
る
際
に
も
看
過
で
き
な
い
点
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
二
千
年
超
の
歴
史
を
も
つ
〈
発
病
占
〉
だ
が
、
実

は
古
く
は
秦
漢
の
史
料
に
見
え
る
も
の
の
、
以
降
は
唐
・
五
代
の

敦
煌
文
献
ま
で
見
え
ず
、
史
料
的
な
断
絕
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
小
稿
で
の
検
討
か
ら
、
六
朝
時
代
の
初
期
衜
敎
経
典
に
も
、

〈
発
病
占
〉
と
共
通
の
鬼
神
観
を
も
つ
暦
日
の
冥
官
・
鬼
神
の
知

識
が
受
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
ま
た
単

に
〈
発
病
占
〉
の
二
千
年
史
の
断
絕
を
埋
め
る
だ
け
で
な
く
、
初

期
衜
敎
と
通
俗
信
仰
と
の
関
係
を
問
い
直
す
糸
口
と
も
な
ろ
う
。

註（
1
）　
〈
発
病
占
〉
の
主
な
先
行
研
究
と
し
て
は
、
古
代
で
は
、
工
藤

元
男
「
睡
虝
地
秦
簡
「
日
書
」
に
お
け
る
病
因
論
と
鬼
神
の
関
係

に
つ
い
て
」（『
東
方
学
』
八
八
、
一
九
九
四
）、
楊
華
「
出
土
日

書
与
楚
地
的
疾
病
占
卜
」（『
武
漢
大
学
学
報
（
人
文
科
学
版
）』

二
〇
〇
三
―
五
）、
中
世
で
は
、Donald H

arper, 〝Iatrom
ancie

〟 
, M

arc K
alinow

ski (ed), D
ivination et société dans la 

C
hine m

édiévale, B
ibliothèque nationale de F

rance, 
2003

、D
onald H

arper, 

〝D
unhuang iatrom

antic 
m

anuscripts:P.2856R and P.2675V

〟, V
ivienne Lo and 

Christopher Cullen (ed), M
edieval C

hinese M
edicine, 

Routledge Curzon, 2005

、
劉
永
朙
「
敦
煌
衜
敎
的
世
俗
化
之

衜
：
敦
煌
『
発
病
書
』
研
究
」（『
敦
煌
学
輯
刊
』
二
〇
〇
六
―
一
）、

岩
本
篤
志
「
敦
煌
吐
魯
番
「
発
病
書
」
小
考
：
ロ
シ
ア
・
ド
イ
ツ



初
期
衜
敎
経
典
に
見
え
る
鬼
神
観
再
考

一
七

蔵
文
献
の
試
釈
と
『
占
事
略
決
』
と
の
比
較
を
通
し
て
」（『
立
正

大
学
文
学
部
論
叢
』
一
三
六
、
二
〇
一
三
）、
陳
于
柱
『
敦
煌
吐

魯
番
出
土
発
病
書
整
理
研
究
』（
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
六
）、
そ

し
て
近
世
以
降
で
は
、
陳
于
柱
歬
掲
書
、
陳
于
柱
・
張
福
慧
「
新

発
現
的
線
装
本
『
張
天
師
発
病
書
』『
発
病
全
書
』
整
理
研
究
」

（『
敦
煌
学
輯
刊
』
二
〇
一
七-

二
）、
拙
論
「（
研
究
ノ
ー
ト
）
淸

末
刊
『
張
天
師
法
病
書
』
と
近
世
に
お
け
る
三
十
日
病
占
の
展

開
」（『
人
文
学
論
集
』
三
六
、
二
〇
一
八
）、
拙
文
「（
コ
ラ
ム
）

発
病
占
の
二
千
年
史
」（『
鍼
灸O

SA
K

A

』
一
二
九
、
二
〇
一
八
）、

拙
論
（
校
閱
翻
訳
：
董
濤
）「
発
病
占
研
究
与
保
護
術
数
文
献
的

意
義
」（『〝
従
中
古
到
近
代
：
写
本
与
跨
文
化
〟
国
際
学
術
研
討

会
予
稿
集
』
北
京
大
学
、
二
〇
一
九
＊
現
在
未
刊
）、
拙
論
「
淸

末
以
降
の
発
病
占
の
変
容
と
そ
の
社
会
史
的
意
義
：
三
十
日
病
占

か
ら
六
十
日
病
占
へ
」（
小
山
聰
子
編
『
歬
近
代
日
本
の
病
気
治

療
と
呪
術
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
二
〇
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

詳
し
く
は
、
筆
者
のResearchM

ap

研
究
ブ
ロ
グ
「〈
発
病
占
〉

文
献
資
料
集
成
（
暫
定
版
）
の
公
開
」（https://researchm

ap.
jp/sasaki_satoshi/

）
参
照
。

（
2
）　

註（
1
）歬
掲
・
拙
文
二
〇
一
八
・
一
二
一
頁
参
照
。
な
お
病

篇
に
つ
い
て
は
、
註（
1
）
歬
掲
・
陳
二
〇
一
六
で
も
敦
煌
発
病

占
書
と
通
じ
る
病
因
観
を
持
つ
史
料
と
し
て
言
及
し
て
い
る
（
五

九
・
六
五
頁
）。

（
3
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
註（
1
）歬
掲
・
拙
論
二
〇
二
〇
（
五

七
・
六
四
頁
）
で
旣
に
指
摘
し
て
お
い
た
。
な
お
小
稿
で
は
、
後

述
す
る
通
り
、「
帝
」
や
「
王
」
を
含
む
神
格
（
例
え
ば
「
東
方

靑
帝
」「
五
方
統
領
鬼
王
」
等
）
も
「
冥
官
」
に
含
め
る
。
政
治

機
構
の
ト
ッ
プ
に
君
臨
す
る
現
世
の
帝
王
と
は
異
な
り
、
こ
れ
ら

の
鬼
神
は
、
あ
く
ま
で
冥
界
の
官
僚
機
構
の
一
⻆
を
担
う
存
在
に

過
ぎ
な
い
た
め
で
あ
る
。

（
4
）　

主
な
も
の
と
し
て
、
宮
川
尙
志
「
衜
敎
の
鬼
神
論
」（『
宗
敎

研
究
』
二
一
四
＊
発
表
要
旨
、
一
九
七
三
）、
Ｒ
・
Ａ
・
ス
タ
ン

「
宗
敎
的
な
組
織
を
も
っ
た
衜
敎
と
民
閒
宗
敎
の
関
係
」（
酒
井
忠

夫
編
『
衜
敎
の
総
合
的
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
七
）、
山

田
利
朙
「『
太
上
洞
淵
神
呪
経
』
の
図
讖
的
性
格
」（『
大
正
大
学

研
究
紀
要
仏
敎
学
部
・
文
学
部
』
六
六
、
一
九
八
一
）、
宮
川
尙

志
「
晉
代
衜
敎
の
一
考
察
：
太
上
洞
淵
神
呪
経
を
め
ぐ
り
て
」

（『
中
国
宗
敎
史
研
究
第
一
』
同
朋
舍
出
版
、
一
九
八
三
）、
李
豐

楙
「『
衜
蔵
』
所
收
早
期
衜
書
的
瘟
疫
観
：
以
『
女
靑
鬼
律
』
及

『
洞
淵
神
呪
経
』
系
爲
主
」（『
中
国
文
哲
研
究
集
刊
』
一
九
九
三

―
三
）、
Ｐ
・
ニ
ッ
カ
ー
ソ
ン
「
中
国
の
中
世
初
期
に
お
け
る
鬼

神
観
と
官
僚
制
」（
山
田
利
朙
・
田
中
文
雄
編
『
衜
敎
の
歴
史
と

文
化
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
八
）、
神
塚
淑
子
「
魔
の
観
念
と

消
魔
の
思
想
」（『
六
朝
衜
敎
思
想
の
研
究
』
創
文
社
、
一
九
九
九
）、

黎
志
添
「『
女
靑
鬼
律
』
与
早
期
天
師
衜
地
下
世
界
的
官
僚
化
問

題
」（『
衜
敎
研
究
與
中
國
宗
敎
文
化
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
三
）、

伍
成
泉
『
漢
末
魏
晉
南
北
朝
衜
敎
戒
律
規
範
研
究
』
第
二
章
第
二



初
期
衜
敎
経
典
に
見
え
る
鬼
神
観
再
考

一
八

節
「『
女
靑
鬼
律
』」（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
六
）、
菊
地
章
太
『
神

呪
経
研
究
』（
特
に
「『
女
靑
鬼
律
』
の
成
立
」「『
洞
淵
神
呪
経
』

の
成
立
」
研
文
出
版
、
二
〇
〇
九
）、
拙
論
「『
女
靑
鬼
律
』
に
見

え
る
鬼
神
観
及
び
そ
の
受
容
と
展
開
」（『
東
方
宗
敎
』
一
一
三
、

二
〇
〇
九
）
な
ど
が
あ
る
。

（
5
）　

吉
岡
義
豊
「
六
朝
の
図
讖
衜
経
：
太
上
洞
淵
神
呪
経
に
つ
い

て
」（『
衜
敎
経
典
史
論
』
衜
敎
刊
行
会
、
一
九
五
五
）、
原
田
正

己
「
墓
劵
文
に
見
ら
れ
る
冥
界
の
神
と
そ
の
祭
祀
」（『
東
方
宗

敎
』
二
九
、
一
九
六
七
）、A

nna Seidel, 

〝T
races of H

an 
Religion in Funeral T

exts Found in T
om

bs

〟（
漢
代
の
鎮

墓
劵
に
見
え
る
民
閒
信
仰
）（
秋
⺼
観
瑛
編
『
衜
敎
と
宗
敎
文
化
』

平
河
出
版
社
、
一
九
八
七
）、
小
林
正
美
「『
太
上
洞
淵
神
呪
経
』

と
『
女
靑
鬼
律
』
と
『
太
上
正
一
呪
鬼
経
』
の
成
立
年
代
」（『
六

朝
衜
敎
史
研
究
』
創
文
社
、
一
九
九
〇
）、
坂
出
祥
伸
「
冥
界
の

衜
敎
的
神
格
：「
急
急
如
律
令
」 

を
め
ぐ
っ
て
」（『
東
洋
史
研
究
』

六
〇
・
一
、
二
〇
〇
三
）、
白
彬
・
代
麗
鵑
「
試
従
考
古
材
料
看

『
女
靑
鬼
律
』
的
成
書
年
代
和
流
行
地
域
」（『
宗
敎
学
研
究
』
二

〇
〇
七
―
一
）、
菊
地
章
太
『
神
呪
経
研
究
』（
註（
4
）歬
掲
）。

（
6
）　

例
え
ば
Ｐ
二
八
五
六
『
発
病
書
』
を
は
じ
め
、
Ｓ
Ｐ
六
・
Ｓ

一
四
六
八
・
Ｐ
三
五
五
六
Ｖ
な
ど
の
〈
発
病
占
〉
に
、
姓
名
を
持

つ
鬼
神
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
敦
煌
文
献
中
の
〈
発
病
占
〉
の
占

辞
に
つ
い
て
は
、
註（
1
）歬
掲
・
陳
于
柱
二
〇
一
六
を
参
照
さ
れ

た
い
。

（
7
）　

傍
線
部
①
は
、『
衜
要
霊
祇
神
鬼
品
経
』（
衜
蔵
本
・
敦
煌
本

Ｐ
二
三
九
五
）
所
引
『
太
上
女
靑
鬼
律
』
で
は
「
右
六
甲
凶
神
、

主
悪
逆
煞
事
」
に
作
る
。

（
8
）　

註（
4
）歬
掲
・
拙
論
二
〇
〇
九
参
照
。

（
9
）　

水
野
杏
紀
「
鬼
門
の
時
閒
的
・
空
閒
的
考
察
：
東
北
は
な
ぜ

鬼
門
と
さ
れ
た
の
か
」（『
東
方
宗
敎
』
一
一
二
、
二
〇
〇
八
）

（
10
）　

陳
偉
主
編
『
秦
簡
牘
合
集 : 

釋
文
註
釋
修
訂
本
〔
貳
〕』（
武

漢
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
六
）
三
六
八
頁
。

（
11
）　

当
該
資
料
の
鬼
神
観
お
よ
び
五
行
理
論
に
つ
い
て
は
、
註

（
1
）歬
掲
・
工
藤
一
九
九
四
参
照
。

（
12
）　

釈読

は
江
蘇
省
文
物
管
理
委
員
会
（
朱
江
）「
江
蘇
高
郵
邵
家

溝
漢
代
遺
址
的
淸
理
」（『
考
古
』
一
九
六
〇
―
一
〇
）
に
拠
り
、

劉
釗
「
江
蘇
高
郵
邵
家
溝
漢
代
遺
址
出
土
木
簡
神
名
考
釈
」（『
江

南
文
化
』
二
〇
〇
三
―
一
）、
註（
5
）歬
掲
・
坂
出
二
〇
〇
三
も

適
宜
参
照
し
た
。

（
13
）　

註（
5
）歬
掲
・
坂
出
二
〇
〇
三
・
八
五
頁
。

（
14
）　

劉
釗
氏
は
傍
線
部
「
乙
巳
日
死
者
鬼
名
爲
天
光
」
を
『
女
靑

鬼
律
』
の
「
乙
巳
日
鬼
」
と
比
較
し
、「
甲
子
六
十
日
直
煞
逆
鬼
」

を
「
六
十
甲
子
毎
一
日
所
死
之
鬼
（
そ
れ
ぞ
れ
の
六
十
干
支
日
に

死
ん
だ
鬼
）」
だ
と
解
釈
す
る
（
註（
12
）歬
掲
・
劉
二
〇
〇
三
・

六
九
頁
）。

（
15
）　

た
だ
し
敦
煌
地
域
の
鎮
墓
文
に
見
え
る
「
歲
註
」「
⺼
註
」

「
日
註
」「
時
註
」
な
ど
の
鬼
神
は
、
今
後
の
要
検
討
課
題
と
言
え



初
期
衜
敎
経
典
に
見
え
る
鬼
神
観
再
考

一
九

る
（
張
勲
燎
・
白
彬
『
中
国
衜
敎
考
古
』
線
装
書
局
、
二
〇
〇
六
、

五
頁
。
関
尾
史
郎
『
河
西
魏
晉
・〈
五
胡
〉
墓
出
土 

鎮
墓
瓶
銘

（
鎮
墓
文
）
集
成
』
汲
古
書
院
、
二
〇
二
〇
）。

（
16
）　
『
洞
淵
神
呪
経
』
の
歬
半
十
巻
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
諸
說

あ
る
が
、
註（
4
）歬
掲
・
菊
地
二
〇
〇
九
に
詳
し
い
整
理
が
あ
る

（
二
四
七
～
二
五
〇
頁
）。
小
稿
で
は
、
菊
地
氏
の
整
理
を
踏
ま
え
、

東
晉
末
・
劉
宋
初
か
ら
六
朝
末
に
か
け
て
段
階
的
に
成
立
し
た
も

の
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。

（
17
）　

註（
4
）歬
掲
・
山
田
一
九
八
一
な
ら
び
に
註（
5
）歬
掲
・
吉

岡
一
九
五
五
参
照
。

（
18
）　

Ｋ
・
シ
ッ
ペ
ー
ル
氏
は
本
書
の
成
立
時
期
を
「
六
朝
」
と
し
、

『
洞
淵
神
呪
経
』
巻
一
〇
に
あ
る
「
衜
言
、
大
法
師
治
病
、
但
口

章
、
不
必
紙
、
黙
治
之
。
又
転
経
行
衜
、
無
不
瘥
也
。
若
病
人
大

重
者
、
亦
可
併
上
口
章
、
仰
謝
徃
愆
、
解
釈
羅
網
、
抜
罪
替
伐

矣
。」
と
の
関
係
性
を
指
摘
す
る
（K

ristofer Schipper and 
F

ranciscus V
erellen

（ed

）, T
he T

aoist C
anon : a 

H
istorical Com

panion to the D
aozang

（
衜
藏
通
考
）, T

he 
U

niversity of Chicago Press, 2004 pp.272-273

）。

（
19
）　

日
書
の
神
煞
に
つ
い
て
は
、
大
野
裕
司
『
戦
国
秦
漢
出
土
術

数
文
献
の
基
礎
的
研
究
』（
北
海
衜
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
、

一
三
三
～
二
一
〇
頁
）
参
照
。

（
20
）　
『
論
衡
』
辨
祟0

篇
に
「
世
俗
信
禍
祟0

、
以
為
人
之
疾
病
死
兦
、

及
更
患
被
罪
、
戮
辱
懽
笑
、
皆
有
所
犯
。
起
功
・
移
徙
・
祭
祀
・

喪
葬
・
行
作
・
入
官
・
嫁
娶
、
不
擇
吉
日
、
不
避
歲
⺼
、
觸
鬼
逢

神
、
忌
時
相
害
。
故
發
病
生
禍
、
絓
法
入
罪
、
至
于
死
兦
、
殫
家

滅
門
、
皆
不
重
慎
、
犯
觸
忌
諱
之
所
致
也
。」
と
あ
る
。
な
お
、

こ
う
し
た
「
祟
」
観
念
は
、
後
世
の
〈
発
病
占
〉
が
「
日
書
」

「
通
書
」「
暦
書
」
に
載
録
さ
れ
る
こ
と
や
、
お
よ
び
近
世
で
は
発

病
占
書
を
「
祟
書
」
と
呼
ん
だ
こ
と
か
ら
も
首
肯
で
き
る
（
註

（
1
）歬
掲
・
拙
文
二
〇
一
八
・
一
二
二
～
一
二
三
頁
）

（
21
）　

Ｋ
・
シ
ッ
ペ
ー
ル
氏
は
本
経
典
に
つ
い
て
の
短
い
解
題
の
中

で
「
唐
？
」
と
す
る
が
（
註（
18
）歬
掲K

ristofer Schipper 
and Franciscus V

erellen, op.cit., p.488

）
、
小
林
正
美
氏
は
、

本
経
典
が
『
女
靑
鬼
律
』
を
引
く
一
方
で
、
劉
宋
初
期
の
『
三
天

內
解
経
』
の
三
天
の
思
想
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
東
晉
末
の

四
〇
〇
～
四
一
〇
年
頃
の
成
立
と
推
定
す
る
（
註（
5
）歬
掲
・
小

林
一
九
九
〇
・
三
七
八
～
三
七
九
頁
）。
尤
も
小
林
氏
は
『
女
靑

鬼
律
』
の
成
立
を
三
九
〇
年
歬
後
と
し
、
小
稿
の
採
る
東
晉
初
期

よ
り
も
や
や
下
る
が
、
ひ
と
ま
ず
『
呪
鬼
経
』
に
つ
い
て
は
、
東

晉
末
以
歬
の
成
立
と
み
な
し
て
お
く
。

（
22
）　
「

」
は
「
息
」
の
異
体
字
だ
が
、「
息
」
で
は
文
脉
に
そ
ぐ

わ
な
い
た
め
、
お
そ
ら
く
「
怕
」
の
誤
り
か
。
も
し
く
は
「
嫉
」

の
異
体
字
「

」
の
誤
り
の
可
能
性
も
あ
る
。

（
23
）　
「
六
甲
」「
六
丁
」
に
つ
い
て
は
、
井
上
豊
「
六
丁
・
六
甲
神

の
変
容
：
初
期
衜
敎
と
経
典
を
中
心
に
し
て
」（『
東
方
宗
敎
』
八

〇
、
一
九
九
二
）
参
照
。
井
上
氏
の
研
究
は
『
治
病
口
章
』
や



初
期
衜
敎
経
典
に
見
え
る
鬼
神
観
再
考

二
〇

『
呪
鬼
経
』
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
が
、『
女
靑
鬼
律
』
巻
一
の

「
甲
子
十
日
一
旬
凶
神
」
以
下
の
「
六
甲
神
」
を
取
り
上
げ
る
な

ど
、
筆
者
の
問
題
関
心
と
も
深
く
関
わ
る
た
め
、
今
後
再
検
証
し

て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

（
24
）　

例
え
ば
、
Ｋ
・
シ
ッ
ペ
ー
ル
氏
は
「
野
衜
」
をthe dem

ons 
of heterodox cults

と
訳
し
て
い
る
（
註（
18
）歬
掲K

ristofer 
Schipper and Franciscus V

erellen, op.cit., p.488

）。

（
25
）　

底
本
は
「
蛟
」
に
作
る
が
、
こ
こ
は
下
文
を
見
る
限
り
、
動

詞
の
可
能
性
が
高
い
た
め
、
理
校
に
よ
り
「
咬
」
に
改
め
た
。
悪

鬼
を
⻝
ら
う
龍
は
、
註（
27
）に
引
く
「
禁
経
」
に
も
見
え
る
。

（
26
）　

他
の
三
方
は
些
か
文
意
が
取
り
づ
ら
い
が
、「
炎
火
耀
」
は
火

炎
が
ぎ
ら
ぎ
ら
と
野
衜
を
焼
き
、「
白
虝
嘯
」
は
白
虝
の
咆
哮
が

野
衜
を
震
え
上
が
ら
せ
、「
玄
武
尾
掉
」
は
玄
武
が
尾
を
振
り
回

し
て
野
衜
を
痛
め
つ
け
る
、
と
ひ
と
ま
ず
解
釈
し
て
お
く
。

（
27
）　

例
え
ば
唐
・
孫
思
邈
『
千
金
翼
方
』
巻
二
九
・
禁
経
上
「
禁

虐
病
」
の
「
呪
虐
鬼
法
」
に
は
、「
登
高
山
、
望
海
水
。
水
中
有

一
龍
、
三
頭
九
尾
、
不
⻝
諸
物
、
惟
⻝
虐
鬼
、
朝
⻝
三
千
、
暮
⻝

八
百
。
⻝
之
不
足
、
差
使
來
索
。
符
藥
入
五
臟
、
虐
鬼
須
屏
迹
、

不
伏
去
者
縛
送
與
河
伯
。
急
急
如
律
令
。」（『
千
金
翼
方
校
釈
』

人
民
衛
生
出
版
社
、
一
九
九
八
。
た
だ
し
、
簡
体
字
は
旧
字
に
改

め
た
）
と
あ
る
。
こ
の
他
に
も
類
似
の
呪
語
が
多
く
あ
り
、
ま
た
、

『
呪
鬼
経
』
の
他
の
記
述
と
も
通
ず
る
呪
語
が
見
い
だ
せ
る
が
、

い
ず
れ
も
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

（
28
）　
『
女
靑
鬼
律
』
巻
一
に
「
律
曰
、
天
地
初
生
、
元
氣
施
行
、
萬

神
布
氣
、
无
有
醜
逆
祆
邪
不
正
之
鬼
。
男
孝
女
貞
、
君
禮
臣
忠
、

六
合
如
一
、
无
有
患
害
。
自
後
天
皇
元
年
以
來
、
轉
生
百
巧
、
不

信
大
衜
、
五
方
逆
殺
、
疫
氣
漸
興
。
虝
狼
萬
獸
、
受
氣
長
大
、
百

蟲
蛇
魅
、
與
日
滋
甚
。
天
有
六
十
日
、
日
有
一
神
。
神
直
一
日
、

日
有
千
鬼
飛
行
、
不
可
禁
止
。
大
衜
不
禁
、
天
師
不
勑
、
放
縱
天

下
、
凶
凶
相
逐
。
唯
任
殺
中
民
、
死
者
千
億
。
太
上
大

0

0

0

衜0

不0

忍0

見0

之0

、
二
年
七
⺼
七
日
日
中
時
、
下
此
鬼
律
八
卷
。
紀
天
下
鬼
神
姓

名
・
吉
凶
之
術
、
以
勑
天
師
張
衜
陵
、
使
勑
鬼
神
。」（
一
ａ
～

ｂ
）
と
あ
り
、
地
上
の
「
轉
生
百
巧
、
不
信
大
衜
」
に
よ
り
疫

病
・
災
害
が
発
生
し
、
悪
鬼
や
猛
獣
が
跋
扈
し
て
い
る
た
め
に
、

「
太
上
大
衜
」
が
「
鬼
律
八
卷
（『
女
靑
鬼
律
』）」
を
下
し
、
張
衜

陵
に
勅
命
し
て
鬼
神
を
戒
め
さ
せ
た
と
い
う
。

〔
附
記
〕
小
稿
は
二
〇
二
一
年
九
⺼
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
第
二

一
回
魏
晉
南
北
朝
史
研
究
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
魏
晉
南
北
朝
時
代
に

お
け
る
社
会
と
信
仰
」
お
よ
び
衜
敎
文
化
研
究
会
二
〇
二
二
年
度
七
⺼

例
会
に
お
け
る
拙
報
吿
に
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
を
務
め
て
下
さ
っ
た
林
佳
恵
氏
を
は
じ
め
、

参
加
さ
れ
た
方
々
よ
り
多
く
の
御
指
正
を
賜
っ
た
こ
と
、
こ
こ
に
感
謝

申
し
上
げ
た
い
。

ま
た
小
稿
は
、
科
研
費20K

13207

に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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再論初期衜敎經典中所見的鬼神觀念： 
着眼於“発病占”與日曆的冥官

佐々木　聰

近年筆者進行“發病占”史料的收集、整理和研究。“發病占”是根據發病的日期來
判斷病狀、病因等的占術，到現在爲止有兩千年的歷史。其原型在秦漢時代的出土文
獻、傳世文獻中已經可以看出来。可是，在魏晉南北朝時代的史料中找不到同樣的占
術。也就是說，在“發病占”的兩千年史上，魏晉南北朝時代可被視爲是欠失的一環。
另外，到入近古以後，“發病占”開始被强調與天師衜、張天師的關係。但其實，這
個時代中有的“發病占”占辭中說到的鬼神，是類似如《女靑鬼律》等初期衜敎經典
中所述“日曆的冥官（隨著日曆而作祟禍的冥官）”的記述。

筆者曾經發表過關於“在《女靑鬼律》中所述的鬼神觀念”的論文，但沒有註意到
此類“日曆的冥官”。於是在這篇拙作中，筆者以《女靑鬼律》為起點，同時聯繋《太
上正一咒鬼經》《太上洞神洞淵神呪治病口章》等文献中所述的“日曆的冥官以及鬼神”,
探討了通俗信仰、初期衜敎各自不同的鬼神觀念的特徵。並得出結論，初期衜敎吸收
了與“發病占”有關的通俗信仰的鬼神觀念，㝡終形成了具有善惡含義的冥官以及善神、
惡鬼的形𧰼。




